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       巻 頭 の こ と ば

 京 都 大 學 化 學 研 究 所 が 昭 和 元 年 に 創 立 サ られ・ 所 属 八

研 究 室 の 研 究 業 績 は 大 阪 市 に 於 い て 講 演 會 に 公 表 せ られ

た.そ の 研 究 内 容 は 化 學 研 究 所 講 演 集 と し て 刊 行 せ ちれ

化 學 に 關 係 あ る 公 私 研 究 機 關 又 敏 育 機 關 に 贈 呈 し,一 部

は 丸 善 書 店 を 通 し て,梯 下 費 却 に鷹 じ て い た.爾 來 第 二

次 世 界 大 載 の 時 戴 に直 面 し っ つ も登 刊 を つ づ け,既 に 第

十 七 輯 に 及 ん だ.

 今 日吾 國 は そ の 再 建 の 難 局 に 當 面 し,山 積 す る解 決 す

べ き諸 問 題 の 中 に 介 在 し て,科 學 者 の 使 命 の 緊 急 な る を

痛 感 し て ゐ る・ 化 學 研 究 所 は 理・工,農 ・讐 學 部 の 化 學 に

關 係 あ る もの を 綜 合 し て,今 日二 十 六 研 究 室 を そ の 内 容

に 持 ち,そ の 理 論 的 又 慮 用 的 研 究 を 使 命 と し て,日 本 再

建 の 目 的{こ 精 進 し て ゐ る.研 究 は そ の 成 果 の 公 表 に 依 つ

て 完 結 す る こ とは 論 を ま だ な い の で あ る が,そ の 公 表 は

忠 實 に し て・ 機 を 失 す る こ と な く・ 出 來 る か ぎ り廣 範 園

に 普 及 す べ き は,登 表 者 も亦 讃 者 も と も に 喜 ぶ 所 で あ る.

研 究 所 の 研 究 内 容 が そ の 外 部 の 研 究 機 關 や 工 場 と接 鯛 す

る こ と は, そ の 研 究 成 果 の 債 値 の 生 ず る 第 一 歩 と 思 う.

こ れ らの 貼 に つ い て 色 々 の 計 書 を 勘 考 しカ の で あ るが,

今 度 各 方 面 の 助 言 と後 援 を 得 て,化 研 講 演 集 刊 行 魯 を 設

け,化 學 研 究 所 に 行 わ れ た 綜 合 講 演 及 び 毎 月催 す 常 會 講

演 に 研 究 所 の 研 究 業 績 を 加 え た もの を 化 研 講 演 集 と し て

刊 行 し,一 般 に そ の 購 讃 をお 願 い し,廣 く流 布 す る もの

に し た い.



 本 誌 は 化 學 研 究 所 登 行 の 京 都 大 學 研 究 所 講 演 集 の 巻 藪

を 綴 績 し,そ の 内 容 は研 究 所 研 究 成 果 の 全 姿 を 反 映 す る

も の で あ る・ 本 巻 は 紙 面 の 都 合 に 依 つ て 報 交 内 容 に 制 限

を し た こ と は 遺 械 に た え な い が,今 後 は 全 文 報 告 の 掲 載

を希 望 す る.魅 末 の 英 文 題 目 も英 文 抄 録 と し て 内 容 公 示

を 國 際 的 に し た い.然 し今 日の 出 版 駅 勢 は 決 し て 容 易 な

もの で な い め で,刊 行 會 は 今 後 多 くの 難 局 に 直 面 す る と

思 う.そ れ に は 各 方 面 の 援 助 を 願 う と と も に,不 噺 の 努
          コ

カ に 依 つ て 難 關 を 突 破 し,本 會 の 螢 展 を 期 し,そ の 目 的

を遽 成 し た い と念 願 し て ゐ る.

 昭和廿四年二月十一日

       化研講演集刊行會長 内 野 仙 治
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  上巻:A52,50頁 定 債250圓 下雀:A5180頁 定 債280圓 大 雅 堂

  工學博士 俣田 一郎 著 商 分 子 化 學 概 論
     A5 303頁 定債30Q圓   高分子化學協會出版部'

  工學博士 小田 良布 著 有 機 合 成 イヒ 學

     B5 550頁 定便850圓    共  立  肚

  工學博士 岡村 誠三著 乳 濁 液 の 合 成 と其 慮 用

     A5 82頁 定便6∩閲   高分子化學協會出版部

          試  最新の技術を誇る          藥

       號商  ・           _.≧._完

ll薪1総



              編 輯 あ と が き

 本誌刊行の圭旨は讐頭 の言葉に述べ られた蓮 りで皆援に御 賛同 して戴 け る事 と思 う.

 化學研究 所は50入 以上 の教授助教授 を有 し,そ の研究 も純粋牝學,慮 用化學,物 理學,農 學

讐學,金 罵工學,電 氣 工學等にわた り,且 つ其等の研究が有 慶的 に結合 されて居 る もので,そ

の報告 を一一書に集成 され る事は望 ましい.叉 一一研究室 にτ数 年,'i激 乍 にわ たる研究 も少 くな

く,こ れが研究 者本入 に依 り綜説 され る事 も必要な事 である 他 に學會誌,綜 合雑誌 多数 あ る

中に敢 えτ本誌 を刊行 した理 由はこ ～にあ る.こ の黙御 了察賜 り度い.本 號は幸 い湯川博士及

び奮堀場研究室 よb玉 稿 を賜つたが,爾 者 とも恩賜 賞受賞者であつT,今 後 もこの程度 の もの

を毎號一つは得 たい と思 つてゐる,講 演要 旨は昭和22年ll月 の化研講演會 で獲麦 され た研究 の

大要 であ る.

 次號刊行 は6月 頃の豫 定で,昨 年10月 化研 講演曾 で螢表 きれ た講演要 旨数十件,及 び綜報数

件 を揚載 したい と思つ τ居 る.出 版 界 も漸 く好 況時代 を過 ぎた今 出 この種の ものを刊行 する

事の経酒的 困難は皆様 も了解 して頂 ける事 と思 うが,現 に本號の出版費 も定償 を非常 に超過 し

てゐ る.現 在は賛助金 よ り費用 を充當 してゐるが,こ の意 味で碕多歎の好意あ る御援助をお願

ひする.し か し早 く多歎 の誼者 を得 て補助金 な しで も刊行 出來 る檬 にしたい.毎 年2回 刊行の

豫定 であ るが,之 も4回 位に した く,叉 講演報告の他原報 も探録 した く,こ の他希望は多 い.

切 に皆様の御撰i助をお願 いしたい.(古 川記 す)

             化 研 講 演 集 奥 付

   昭 和24年3月1日 印 刷  非 費 晶

   昭 和24年3月5「1獲 行 (會 員 頽 布)

                  大 阪 府 高 槻 市 古 曾 部

                   京 者B=ノ(學 イヒ學 奮f究 戸斤

                    化 研 講 演 集 列 行 會 内

        編集 蒙 登 行 人       国  淵  義  三  郎

                 京都 市中京随 西 ノ京一ヒ合町十番地 ノー

        印 刷 所 株式會趾 前 田 進 行 堂 印 刷 所

                 京 都市中京匿 西 ノ京上合町1一番地 ノー

        印  刷  者       前   田   政   古
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